
－万一、その時のために－

北陸ガスの地震・防災対策

Ｈ25.3　1,500

中央区

地震の揺れがおさまったら
火をとめて“ガス栓”を閉め
てください。

ガス器具のまわりには、燃えやすい物を置かないよう
にしましょう。
とくに棚などから物が落ちて燃え移ることのないよう
気をつけてください。

屋内でガスもれに気づいたら窓や戸を大きく開け、ガス
栓やメーターガス栓を閉めてください。また、ニオイの
する付近で火気を使用したり、電気のスイッチをさわっ
たりすることは、絶対にやめてください。

グラッときたら、
身の安全を 

確保してください。

北陸ガスでは、日頃からガス設備の安全確保に努めていますが、ガ
ス事故を防ぐためには、お客様一人ひとりのご協力が必要です。震
度５相当以上の地震がおきたら、マイコンメーターが自動的にガ
スを遮断します。あわてず次の行動をとってください。

地 震 と

ス都 市 ガ



　約36万件のお客さまに年間３億５千万㎡の都市ガスを供給している北陸ガス。暮ら
しになくてはならないエネルギー、都市ガスを永く安定してお客さまにお届けするた
め、環境問題にも配慮しながら、地震・防災対策にも積極的に取り組んでいます。
　昭和39年６月に発生した新潟地震は、当社に壊滅的な被害をもたらしました。現在
は、新潟地震当時と比べ、供給区域は大幅に拡張し、お客さま数の増加や都市ガスの使
用用途の拡大と併せて、ガス供給停止の場合の社会的影響は比べようもないほど大き
くなっています。
　地震国と呼ばれる日本は、各地で大規模な地震がたびたび発生しています。北陸ガス
では、新潟県で発生した大地震（新潟地震、新潟県中越地震、新潟県中越沖地震）はもち
ろんのこと、県外で発生した大地震（兵庫県南部地震、東北地方太平洋沖地震）での復旧
活動の経験をふまえ、そこから得た教訓と知識を活用して、地震・防災対策の内容の充
実を図っています。
　これまでのさまざまな地震・防災対策により、現在では都市ガスは安全性や停電時の
エネルギーセキュリティの面からも高い評価を受けております。ライフラインの確保
のため、今後もさらに信頼性の高いエネルギーであり続けるために、北陸ガスでは、こ
れからもより完成度の高い地震・防災対策をめざして積極的に取り組んでまいります。

̶お客さまの生活への影響を最小限にとどめるために̶
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設
備

ガス設備への被害を最小限にとどめる

ため、地震に強い「設備」づくりを進め

ています。



中圧導管

ESV
（緊急ガス遮断装置）

低圧導管

球形ガスホルダー 溶接接合鋼管東港工場（製造設備）

日常の保安管理
工場や支社では24時間、365日、圧力や流量等都市ガスの供給状況を監視しています。

支　社

これまで起こった大震災の際にも、

８６

遮断装置

設備対策

安全対策

知見

耐えられる構造となっています。

球形ガスホルダー

地区整圧器

地区整圧器
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GHPや
吸収式冷温水発生機

引込管ガス遮断装置（手動） 業務用ガス遮断装置

ガス漏れ
警報器

緊急ガス遮断装置

引込管ガス遮断装置（手動）

中圧導管

遮断装置遮断装置

地区整圧器 ガス警報器

ガス警報器 ガス警報器 ガス警報器 ガス警報器

業務用ガス遮断装置

遮断システムは防災センターで集中的に監

視されています。

万一のガス漏れをキャッチし、ブザーや音

声で知らせるのがガス警報器です。室内

型、戸外型、集中監視システムなどがあ

り、用途や条件に応じて選べるようになっ

ています。北陸ガス管内では、平成24年12

月末で約46％のお客さまにご使用いただいて

おり、火災警報機能と不完全燃焼（CO）警

報機能を併せ持つ複合型が一般的になってい

ます。

強化ガスホース・ガスコード
硬い鋼鉄線でできた保護ネットがゴムの間

に埋め込まれており、切断しにくく、つぶ

れにくい構造になっています。

強化ガスホースはふろがまや小型湯沸器な

ど固定型機器の接続に用いられます。ガス

コードはファンヒーターやガス炊飯器など

移動型機器の接続に用いられます。

複合型ガス警報器 ガスコード

ゴム管（ガスソフトコード）が切れたり外

れたりして異常な量のガスが流れると直ち

にガスを止めるガス栓です。

ホテルの厨房、街のレストラン、地下街の

店舗など、業務用に都市ガスを使用されて

いるお客さまは、大量のガスをお使いにな

ることが多いため、一般家庭とは別の安全

システムを普及させています。「業務用ガ

ス遮断装置」は、ガス漏れや地震、または

火災などがおきると使用中のガスを瞬時に

自動遮断します。また、離れた場所からボ

タン操作で開閉することができます。更に、

集中情報監視盤との接続も可能ですから、

地下街など店舗があつまっている場所では、

建物全体の安全管理に応用することができ

ます。

　ガス漏れをおこさないために、ガス機器は

鋼管、強化ガスホース、金属可とう管で強固に

接続するか、ゴム管（ガスソフトコード）を使

用する場合はヒューズガス栓を使用する。
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東港工場

黒鳥供給所

3
単位ブロック

北陸ガスの供給区域は約540.9km2

（平成24年12月現在）におよび、新潟

市、長岡市、三条市、加茂市、田上町と

大きく広がっています。

北陸ガスでは現在、新潟地区を13ブ

ロック、長岡地区を７ブロック、三条

地区を３ブロックの単位ブロックに

あらかじめ細分化しています。

導管網のブロック化

北陸ガスでは、供給区域内の地震の強さ

の情報を収集するために、地震計（SIセ

ンサー）を設置（新潟地区：138箇所、長

岡地区：72箇所、三条地区：35箇所）し

て、地震発生時には直ちにSI値を収集し

ます。

大地震により、二次災害の恐れがあると

判断された場合には、遠隔操作により地

区整圧器を停止し、被害が大きなブロッ

クだけを迅速に供給停止します。

地震被害へ迅速な対応

いったんガスの供給を停止すると、復旧の際には、当社担当者が一軒一軒お客さまを訪問し、安全を確認してから供給を再
開するため、多大な時間と労力がかかり、大勢のお客さまにご迷惑をおかけします。
そこで、北陸ガスでは、二次災害防止のため被害が大きな地域だけを速やかに供給停止し、被害が小さな地域は供給を継続
するために「地震時緊急遮断システム」を構築しています。

地震の影響を最小限におさえるために（地震時緊急遮断システム）

支社

親局装置 MCA
無線機

MCA無線

操作パネル監視PC

遠隔遮断遠隔操作情報収集

MCA
無線機

感震遮断
ユニット

SIセンサー
（地震計） （中圧） （低圧）

整圧器

停止
指令
→ ←地震計情報

地震時緊急遮断システム概要図

山ノ下工場 豊栄供給所

長潟供給所

亀田駅

内野駅

豊栄駅

親局操作パネル（新潟支社指令室）

（低圧）

地区整圧器室

単位ブロック

嵐南工場

加茂供給所
弥彦線

大形供給所

白新線

内野供給所

関屋工場

Lブロック

信越本線

上越新幹線越後線

与板供給所

Eブロック

Aブロック

Fブロック

Gブロック

Dブロック

Bブロック

西長岡
工場

越路供給所

信越本線

信越本線

上越新幹線

栃尾供給所

三島供給所

上
越
線

上
越
新
幹
線

長岡地区
単位ブロック

長岡地区
単位ブロック

7

蔵王工場

長岡支社

来迎寺

長岡駅

CブロックCブロック

SI値を簡単にいうと、「その地震によっ

て一般的な建物がどれだけ大きくゆれ

るか」を数値化したものです。



圧力計
流量計圧力計

流量計

中圧緊急遮断
バルブ 地区整圧器

ガスホルダー

支社

圧力、流量等の情報

遠隔操作

生産供給監視システム概要図

マイコンメーターは感震器が内蔵されていて、
震度５相当以上の地震を感知するとガスメー
ター内部でガスを遮断して、使用中のすべての
ガス機器をストップします。
供給停止が行われておらず、また、お客さまの
ガス施設に被害がない場合には、復帰手順に
従って操作することにより、ガスが使えるよう
になります。�

お客さまのもとで瞬時に停止
（マイコンメーター）

地震などの災害に対応するためには、短時間に正確な情報を収集する必要があります。北陸ガスでは、
平常時も「生産・供給監視システム」により支社及び工場から、ガスの圧力・流量等も遠隔監視しています。

地震時の導管網の被害の把握（生産・供給監視システム）

地震が発生すると、電話回線が不通に
なることが予想されます。このため、
工場、供給所、主要整圧器などに設置
された圧力計、流量計などに対しては
専用無線回線によるシステムを構築し
ています。
また、社内の緊急通信については、支
社、工場、車両等に業務用無線が設置
してあり一般の通信網によらず通信す
ることができます。外部との連絡には
衛星携帯電話、災害時有線電話を設置
して通信手段を確保しています。

通信網の確保

導管網の供給状態を常時監視し、導
管の折損、大量のガス漏れ等の異常
をすばやく発見するために工場、供
給所および主要な整圧器等にはガス
の圧力や流量を測定する装置を取付
けています。このデータは無線回線
または専用回線により支社、工場に
送られてきます。　

圧力及び流量の情報収集

工場・供給所

圧力計
流量計

感震器が200ガル（震度5相当以上）
以上を感知すると自動的に遮断

警告 ガス臭いときは、以下の復帰の手順は行わず、最寄りの北陸ガスへご連絡
ください。

器具栓を閉じるか、運転スイッチを切
り、すべてのガス機器を止める。屋外
の機器も忘れずに。

ガスが止まって赤ランプが点滅※していたら、復帰の手順に
従って、操作してください。
ガスもれなどの異常がない場合は、復帰してガスが使えるようになります。

※マイコンメーターには、安全装置を作動させるため、電池が内蔵されています。ランプを点滅させたままにするなどして電池切れになりますと
「赤ランプの点滅なし」でガスが出なくなりますのでその際は最寄りの北陸ガスへご連絡ください。

復帰ボタンのキャップをはずす。

使っていないガス栓は閉まっていることを確認。

注意 ガス栓の閉め忘れやガス機器の止め忘れがあった場合は、もう一度復帰
の手順に従い操作してください。正常に復帰しない場合は最寄りの北陸ガ
スへご連絡ください。

警告 ガス栓の閉め忘れやガス機器の止め忘れがなかった場合は、ガスもれが考
えられますので最寄りの北陸ガスへご連絡ください。

メーターの元栓は閉めない。
（メーターガス栓）

復帰ボタンを奥までしっかり押して、
すぐ手を離す。

約3分待つ。
（ガスの使用を3分間お待ちください。この間にガス
もれがないか確認しています。）
3分経過後に、再度ガスメーターをご確認いただき、

赤ランプの点滅が消えていれば、
ガスが使えます。
※3分経過後も、ガスが止まったままで赤ランプが点
滅している場合は、ガス機器の止め忘れやガスもれ
が考えられますので、もう一度ガス栓の閉め忘れや
ガス機器の止め忘れがないか確認してください。

（ボタンは元に戻り、赤ランプは再び点滅。）

キャップを元に戻す。

メーター
の元栓
（メーターガス栓）

※電池切れの場合等で、点滅しないことも
あります。（ ）

［お願い事項］

［赤ランプが点滅していた場合は］

注意a. マイコンメーターの元栓（メーターガス栓）は、通常時は閉めないでください。
マイコンメーターの元栓を閉めると、ガスもれ警報が正しく機能しません。ただし、ご旅行などで長
期間ご不在になる場合は、マイコンメーターの元栓は閉めてください。なお、ガスもれなどの異常を
感じた場合は、ただちにマイコンメーターの元栓及び全てのガス栓、器具栓を閉めて、最寄りの北陸
ガスへご連絡ください。

注意b. マイコンメーターの赤ランプが点滅していないか、定期的に確認してください。
ガスが使用できる場合でも、赤ランプが点滅していたらガスもれの疑いがあります。1カ月に1回程
度はマイコンメーターの赤ランプが点滅していないか確認してください。赤ランプが点滅していた
場合は、下記の指示に従ってください。（点滅させたままにしますと、電池切れで遮断します）

警告

a.ガスが使用できる状態の時
ガス機器の口火などを消して、1時間以上ガスをご使用にならないようにしていただくと、メーターの赤ラン
プの点滅が消えます。なお、点滅が消えない時は、ガスの微量もれの疑いがありますので、最寄りの北陸ガス
へご連絡ください。（点滅させたままにしますと、電池切れで遮断します。）

b. ガスが使用できない状態の時
ガスもれの疑いがありますので、ガス臭くないか十分に確認してください。ガス臭いときは、最寄りの北陸ガ
スへご連絡ください。ガス臭くないときは、〈復帰の手順〉に従ってメーターを操作し復帰してください。正常
に復帰しない場合や不明な点がある場合は、最寄りの北陸ガスへご連絡ください。



ガス供給を停止した地区に対しては、直ちにガスの供給を再開するための復旧作業を行います。復旧にあたっては、安全を確保し

つつ、可能な限り速やかにガスの供給を再開する必要があります。そのため、作業手順としては、供給を停止した地域のうち、比

較的復旧の容易な地域から復旧作業をスタートし、復旧日数を極力短縮する方針でのぞんでいます。北陸ガスでは、日頃から復旧

に必要な動員体制の整備、地震を想定した防災訓練の実施、資機材の備蓄などに努めるとともに、災害時には、災害対策本部を設置し、

円滑かつ効率的な復旧に努めます。

漏れ箇所を修理（新潟県中越地震） 採水車で管内の滞留水を除去（新潟県中越地震） ガス漏れ箇所の調査（新潟県中越地震）

漏れ箇所を修理（新潟県中越地震）

ガスの供給を停止した地域の復旧は、まず病院、学校等の避難所等の重要な施設を優先的に復旧するよう努めます。つぎに、道路や家屋な

どの被害が比較的軽い地域から復旧に着手します。

復旧作業の手順としては、「復旧ブロック」を形成し、その単位ごとに「ガス漏れ箇所の調査→修理→供給再開」の順に進め、これを繰

り返していきます。

30㎥/hタイプを設置（新潟県中越地震）

ガスの供給を停止した地区において、臨時

供給が必要となる病院や福祉施設のお客様

に対しては、移動式のガス発生設備による

ガス供給支援も行います。

テレビ、ラジオ、新聞等の報道機関に広報

を依頼するとともに当社の広報車、チラシ

の配付等の手段により、ガス供給の停止地

区、復旧の見通し、復旧作業への協力のお

願い（メーターガス栓の閉止、供給再開時

の在宅など）について適宜広報します。



北陸ガスでは日頃から保安体制を整え、安全水準の向上を図っています。

本管倉庫棟

司令室
社内地震訓練の風景
（H25年3月）

訓練への参加風景

復旧応援隊の派遣（東北地方太平洋沖地震）

本管倉庫棟は、通常は倉庫棟として利用していますが、災害時には、災害対策本部の機能をサポートします。

本管倉庫棟は大規模な地震に耐える設計となっているほか、津波浸水での被害を最小限に食い止めるため、防潮板をそなえています。

また、非常時の停電に備えて200kWの非常用発電設備を設置しており、津波浸水時にも非常用発電設備が機能するように、設置場所を２

階としています。

気象庁発表の震度が５弱以上の場合は、休日、夜間であっても社

員が自動的に出動する体制としています。また震度４以下の場合

であってもガス設備に被害が発生した場合は緊急連絡システムを

用いて必要な要員を確保します。日常、ガス工事に従事している

工事店社員、ガスショップ社員等についても、あらかじめ協力を

要請しており災害時の緊急動員体制を確立しています。

（一社）日本ガス協会を通じて、全国のガス事業者による相互応

援体制が整備されています。

当社においても兵庫県南部地震、新潟県中越沖地震、東北地方太

平洋沖地震などで復旧応援隊を派遣しております。

震度５弱以上の地震が発生した場合または震度５弱未満であって

もガス設備に被害が発生した場合は、災害対策本部を設置します。

災害対策本部は地震、被害状況等の情報収集により、供給停止の判

断を行うとともに、早期復旧のための基本方針を決定し、マニュア

ルに従い復旧方法・広報・動員計画等を策定します。

非常用発電装置（200kWガスタービン）

一
斉
連
絡

各種資機材の備蓄

緊急用資材や復旧工事用材料、作業員の飲料水・食料・衣料品な

どは支社単位で一定量備蓄しています。

いざというときに迅速に対応するには、どのように行動するのが

最善かを事前に決めておくことが必要です。そこで、地震の発生

に対応するため対策要綱・要領類・作業マニュアルを作成してい

ます。



－万一、その時のために－

北陸ガスの地震・防災対策

Ｈ25.3　1,500

中央区

地震の揺れがおさまったら
火をとめて“ガス栓”を閉め
てください。

ガス器具のまわりには、燃えやすい物を置かないよう
にしましょう。
とくに棚などから物が落ちて燃え移ることのないよう
気をつけてください。

屋内でガスもれに気づいたら窓や戸を大きく開け、ガス
栓やメーターガス栓を閉めてください。また、ニオイの
する付近で火気を使用したり、電気のスイッチをさわっ
たりすることは、絶対にやめてください。

グラッときたら、
身の安全を 

確保してください。

北陸ガスでは、日頃からガス設備の安全確保に努めていますが、ガ
ス事故を防ぐためには、お客様一人ひとりのご協力が必要です。震
度５相当以上の地震がおきたら、マイコンメーターが自動的にガ
スを遮断します。あわてず次の行動をとってください。

地 震 と

ス都 市 ガ
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